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流 体 力 学（その2)

2. 図2のように， 無限に広い， 幅hの二枚の平行平板が垂直方向に設置されており， この平板

聞は密度p， 粘性係数μの流体で満たされている． 図のz方向に圧力勾配が存在し， 左右の平板

は静止しており， 流体には外力は働いていない． 流体は非圧縮で， 定常で流れが遅く， 流れが完

全に発達しているものとする． 平行平板間の中央に原点を配置し， 図のとおりそれぞれx, y,z
方向とする． なお， 外力が働かない場合， 直交座標系での 3 次元ナヴィエ ・ スト ー クス方程式は

。'U, au δu δu 1θ 'P µ （ θ2u θ2u θ2u \ 一一＋'U, 一一 ＋v-+w一一 ＝ 一 一一＋ － I 一一 ＋ 一一 ＋ 一一 l
θt θz θu δz pθz p ＼θx2 θ y

2 θz2 } 
av av δu 。V lθ 'P µ （δ 2v θ 2v θ 2v\ 一＋'U, ー ＋ vー ＋ω一一 ＝ 一 一 一一 ＋ － I 一一言＋�＋ 一一丈1
at ax a y az pθu p \ax2 θU az2 ノ

・θω θ切 δω θw lδ 'P µ （δ 2w θ 2w δ 2w\ 
一一 ＋'U, 一一 ＋ v一一 ＋ω一一 ＝ 一 一一一＋ - I ---;;- + ---;;- + ----;;- Iθt θX a y θz pθz .p \ ax2 a y

2 az2 ノ

と表される． 式中の t, p, u, v, wはそれぞれ時間， 圧力，z方向の涜速， ν 方向の涜速，z方向の

流速である． 以下の聞にt, x, Y, z, u, V，叩j p,p,µ,hの中で必要なものを用い答えよ．

(1) z方向についての運動方程式を用いて， 平行平板聞の流体に関する次式

0 _ 1 dp . µ ( d 2w〕
－ーー・ --- • • I 

pdz · p \dx2 ノ

の導出過程を詳細に述べよ．

(2) (1）の式を用いて， 平行平板間の流体のz方向涜速

のz方向分布を導出せよ．

(3) 平行平板間の流体の平均流速Wm を導出せよ．

(4) とのような流れ場の名称を答えよ．

図2

著作権の関係で
図が掲載できない
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１

受験科目 成績

材料力学

注意：　答案が裏面に続く場合は、末尾欄外の裏面につづくを○で囲むこと
裏面につづく

受験番号
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材料力学
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裏面につづく
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１

受験科目 成績

流体力学

注意：　答案が裏面に続く場合は、末尾欄外の裏面につづくを○で囲むこと
裏面につづく

令和7年度 兵庫県立大学大学院 工学研究科博士前期課程入学試験 解答用紙

受験番号
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受験科目 成績

流体力学

注意：　答案が裏面に続く場合は、末尾欄外の裏面につづくを○で囲むこと
裏面につづく

令和7年度 兵庫県立大学大学院 工学研究科博士前期課程入学試験 解答用紙

受験番号

（１）z 方向のナヴィエ・ストークス方程式において、x および y 方向の流れ

がない点などを考慮して式変形すると、運動方程式は、 
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（４）ハーゲン・ポアズイユ流れ 
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注意：　答案が裏面に続く場合は、末尾欄外の裏面につづくを○で囲むこと
裏面につづく

令和7年度 兵庫県立大学大学院 工学研究科博士前期課程入学試験 解答用紙

受験番号

（１）

（２）

（３）
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表面よりつづく
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２

受験科目 成績

熱力学

注意：　答案が裏面に続く場合は、末尾欄外の裏面につづくを○で囲むこと
裏面につづく

令和7年度 兵庫県立大学大学院 工学研究科博士前期課程入学試験 解答用紙

受験番号

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）
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表面よりつづく



令和 7 年度 大学院博士前期課程一般入学試験 機械工学専攻  

試験問題用紙・解答用紙 

 

小論文問題 

「モビリティの定義を述べ，さらに未来のモビリティ開発に機械工学がいか

に貢献できるか，あなたの考えを 500 字から 600 字で簡潔に述べなさい．」 
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受験番号      

（考え方） 

モビリティの定義をある程度述べることができ，その開発に関して機械工学が

どのような貢献ができるのかということを，具体的な例などを挙げてきちんと

説明することができるかを問うた設問． 



下書き用紙 

 

 

受験番号      


